
鉄鉄道運転事故の分類 
列車衝突事故   列車が他の列車または車両と衝突、または接触した事故 

列車脱線事故   列車が脱線した事故 

列車火災事故   列車に火災が生じた事故 

踏切障害事故   踏切道にて列車または車両が道路を通行する人または自動車等通行する車両等 

と衝突、または接触した事故 

道路障害事故   踏切道以外の道路にて、列車または車両が道路を通行する人または自動車等通 

行する車両等と衝突、または接触した事故 

鉄道人身障害事故 列車または車両の運転により人の死傷を生じた事故（前各号を除く） 

鉄道物損事故   列車または車両の運転により 500 万円以上の物損を生じた事故（前各号を除く） 

 
 
 

過去 5 年間の鉄道運転事故、輸送障害、インシデント（鉄道運転事故が発生するお
それがあると認められる事態）は、以下のとおりです。 

 
 
 
 

踏切障害事故や鉄道人身障害事故は、踏切道における無謀な直前横断（人･自転車･
バイク･自動車等）や踏切道以外において線路内に立入る等したもので、有責事故は発
生していません。また、鉄道運転事故は下記の分類のように 7 種類になりますが、過
去 4 年間では、下表 3 種類以外の事故は発生していません。なお、昨年 9 月に発生し
た列車脱線事故（1 件）につきましては、次頁をご参照願います。 

            （件） 
分類                 年度 2004 2005 2006 2007 2008 

列車脱線事故（うち自動車） １(１) ０ ０ ０ １ 

踏切障害事故（うち自動車） ６(２) ２ ８ ２ ３(１) 鉄道運転事故 

鉄道人身障害事故 ７ ４ ４ ９ ３ 
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 鉄道事故等と再発防止 
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甲陽園駅構内列車脱線事故  
 

①発生日時・場所 
  2008 年 9 月 20 日（土）11 時 52 分 

甲陽線 甲陽園駅 
②関係列車・車両（下線の車両が脱線） 
 ・第 11059 列車 

（普通 夙川駅発 甲陽園駅行） 
   ・C#6010×3 

（C#6010･C#6650･CC#6110） 
  ③③発生状況 
    運転士は、苦楽園口駅を出発して、甲陽園駅

第一場内信号機から同駅 1･2 号線の振り分けポ
イントを通過し、同駅ホーム進入 10m 付近に来
た時、動揺を感じたのでホーム端より約 22m 付
近で停止しました。後部車両を確認したところ、
最後尾車両第 1 台車が 2 号線側に脱線している
のを発見しました。 

④負傷者 
  なし 
⑤影響 
 9 月 20 日 運休 上り 64 列車 下り 63 列車 約 13,000 人 
9 月 21 日 運休 上り 36 列車 下り 36 列車 約 6,000 人 

  ⑥⑥緊急措置 
  ・損傷した分岐器のレール交換 

・甲陽園駅 2 号線部分の軌道復旧整備 
・当該分岐器を 2 号線方向に開通した状態で鎖錠 
・軌道検測の実施 
・試運転による安全の確認 
・2 号線方向の分岐器通過速度の制限を 25km/h から 20km/h に変更 
・事故車両の使用停止 

⑦運転再開 
  2008 年 9 月 21 日（日）11 時 25 分 
⑧原因 
  現在、運輸安全委員会で調査が続けられています。なお、当社でも、鉄道総合技
術研究所の協力を得ながら事故原因の分析を進めています。 

⑨他の処置 
   ・類似分岐器…脱線防止ガードレール設置、摩擦調整材塗布器設置、カント改良 

・セラジェット…甲陽線内において使用中止 
※セラジェット…セラミック(アルミナ)の粒子を高速で車輪・レール間に正確に噴射供給

することによって粘着係数を増す装置 
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